
Ⅵ 畜 産 の 部

解 説

この部には、「畜産統計調査」による主要家畜

の飼養戸数及び飼養頭羽数に関する統計と、「牛

乳乳製品統計調査」による牛乳及び乳製品の生産

に関する統計を掲載した。

１ 調査の概要

(1) 畜産統計調査

ア 調査の目的

この調査は、主要家畜（乳用牛、肉用牛、

豚、採卵鶏、ブロイラー）の飼養戸数、飼

養頭羽数等の動向を明らかにし、畜産行政

の資料を作成することを目的に実施した。

イ 調査の時期

毎年２月１日現在

ウ 調査方法

主要家畜の飼養者を対象に標本抽出し、

調査票を郵送により配付・回収する自計申

告調査の方法により実施した。

なお、乳用牛及び肉用牛の飼養頭数につ

いては、集計結果と牛個体識別全国データ

ベースのデータにより取りまとめた。

(2) 牛乳乳製品統計調査

ア 調査の目的

この調査は、生乳及び乳製品の生産・出

荷及び在庫等に関する実態を明らかにし、

畜産行政の基礎資料とすることを目的に実

施した。

イ 調査の時期

調査対象期間は毎年１月１日から12月31

日までの１年間。なお、処理工場数は毎年

12月31日現在で把握した。

ウ 調査の方法

牛乳処理場及び乳製品工場（アイスクリ

ームのみを製造する工場のうち、年間５万

ﾘｯﾄﾙに満たない工場を除く。）を対象に「農

林水産省－民間事業者－調査対象」の実施

系統で行い、農林水産大臣が委託した民間

事業者が調査対象に郵送により調査票を配

付・回収する等の方法で実施した。

２ 用語の解説

(1) 乳用牛

搾乳を目的として飼養している牛及び将

来、搾乳牛に仕立てる目的で飼養している子

牛をいう。

この調査では、めすのみを調査の対象とし、

交配するためのおすは除く。

なお、搾乳の経験のある牛を肉用に肥育中

（例えば老廃牛の肥育）のものは乳用牛とし

た。

(2) 肉用牛

肉用を目的として飼養している牛をいう。

肉用牛、乳用牛の区分は、品種区分ではなく

利用目的によって区分した。したがって、乳

用種のおすばかりでなく、未経産のめす牛も

肥育を目的として飼養している場合は肉用牛

とした。

(3) 肥育豚

自家で肥育して肉豚として販売することを

目的として飼養している豚をいい、肥育用の

もと豚として販売するものは含めない。

(4) 子取り用めす豚

生後６か月以上で子豚を生産することを目

的として飼養しているめす豚をいい、過去に

種付けしたことのある豚及び近い将来種付け

をすることが確定している豚をいう。

(5) 採卵鶏

鶏卵を生産することを目的として飼養して

いる鶏をいう。ただし、産卵していても愛玩

用として飼養している鶏は含めない。

(6) 種鶏

種卵生産を目的として飼養する鶏をいう。

(7) ブロイラー

食用を目的として飼養し、ふ化後３か月未

満で肉用として出荷する鶏をいう。採卵鶏の

廃鶏は含まない。

(8) 牛乳

生乳以外のものを混入することなく、乳等

省令に定める成分規格並びに製造及び保存の

方法の基準にそって製造されたものをいう。

(9) 加工乳

生乳、牛乳若しくは特別牛乳又はこれらを

原料として製造した食品を加工したもの（成

分調整牛乳、低脂肪牛乳、無脂肪牛乳、はっ

酵乳及び乳酸菌飲料を除く。）をいう。

(10) 乳飲料

生乳、牛乳、特別牛乳及びこれらを原料と

して製造した乳製品を主要原料とした飲料

で、乳及び乳製品以外のもの（ビタミン、カ

ルシウム、果汁、コーヒーなど）を加えたも
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のをいう。

３ 利用上の注意

この部に掲載した飼養戸数については、４桁

以上の数値を以下の基準により四捨五入し、３

桁以下については原数表示した。

また、飼養頭羽数については、次の基準によ

り四捨五入した。

したがって、各数値の積上げ値と合計又は県

計は一致しない場合がある。

この部についての照会先

統計部 生産流通消費統計課

電話(076)263-2161 内線3641

直通(076)232-4895

７桁以上
(100万)

６桁
 (10万)

５桁
（万）

４桁
(1,000)

３桁
(100)

２桁
(10)

１桁
(1)

３桁

四捨五入する前
（原数）

1,234,567 123,456 12,345 1,234 123 12 1

四捨五入した数値
（統計数値）

1,235,000 123,500 12,300 1,230 120 10 0

四捨五入する桁
（下から）

２桁 １桁

例

原　　数
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